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6

野村総合研究所の塚田と申します。本日は 2時間

あまりご一緒させていただければと思います。よろし

くお願いいたします。

きょうの題名ですけれども、「社内預金制度等を活

用した EE向上 FinTech“ ふくりばんく ” 構想とは」と

いうことで、何を言っているのだかよくわからない題

名だと思います。

まず EEですけれども、Employees Engagement

の頭文字を取っております。もともと、今回このセミ

ナーのご案内のときには「福利厚生 FinTech」という

名前にしたのですけれども、お客さまといろいろディ

スカッションしていくなかで、いやこの内容は福利厚

生ではないというご指摘を受けまして、急遽、「EE

向上」ということで、Employees Engagementという

形に直したという経緯がございます。

自己紹介

まずは、自己紹介でございます。
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Slide 2　自己紹介

大した経歴ではないので、さっと終わりにいたしま

すけれども、もともと東洋信託銀行に入社して、3年間、

名古屋で営業店業務を経験、その後、3次オンの開

発が佳境を迎えたので、若手を中心にちょっと来いと

呼ばれて、そのまま IT部門に居続けてしまったとい

うような人材です。

やってきましたことは、どちらかというと融資関連業

務が多くて、融資、情報系、ALMといったところです。

バブルが崩壊して不良債権の管理とか信用リスクの管

理をなんとかしろと言われ、信用リスク管理等を急遽

こしらえたのが 1990年代後半の暗い時期でした。そ

の後、いろいろな窓口販売が解禁になるということで、

投信窓販の対応やファンドラップの対応を行いました。

ファンドラップは信託銀行の中では初めてつくったの

ですけれども、なかなか当局から認可が下りず、三井

住友信託さんに抜かれて先に発売されてしまったとい

うこともありましたが、システムをつくったのはうちの

ほうが先かというふうに思っております。

そんなことを 20年間程度経験した後、会社の経営

統合に伴ってシステム統合プロジェクトを 1年半ぐら

いやって、疲れ果てて、野村総合研究所に転職した

という形になっています。

2008年から野村総合研究所に所属し、投信窓販

システムの ASPサービス化に携わりました。こちらの

サービス構築に 2年間ぐらい従事した後、IFRSの導

入支援とか、マイナンバーの制度対応をやってきまし

た。どっちかというと「法制度 IT」という切り口で、

金融機関の営業、コンサルタント業務に従事してきた

という経験を持っています。

直近の案件では、大手地方銀行さまで 4月からリ

リースしたロイヤルティプログラムの更改のご支援と

か、大手携帯電話会社さまの新型ローンの構築のご

支援をさせていただいているということでございます。

こんな経歴でございます。

本日の内容
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Slide 4

「本日の内容」ですけれども、前半と後半に分けて

お話しする予定で、まず、前回 11月のセミナーの振

り返りをさせていただいた後、今年はたぶん BaaS・

BaaPの元年になるだろうと考えていますといったご

紹介から、「ふくりばんく構想」ということで、BaaS・

BaaPの上に載せる新たな業務にはこういうものもあ

るのではないかというご紹介をさせていただきます。

その後、休憩を挟み、実際にこの「ふくりばんく構想」

を実現するための「ふくりばんくサービス」とはどうい

うものかというご案内を差し上げた後、デモを実施予

定だったのですが、通信環境の絡みで、パワーポイ

ントでのご紹介という形に変更させていただきます。

最後に質疑応答で 3時半ごろに終わるという形で

進めてまいりたいと思います。

2019年 11月セミナーでは
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Slide 6　2018年 11月開催のセミナー「今から計

画すべき、2020年に向けた IT投資テーマとは！！」

のまとめでは

まず、「2018年 11月セミナーでは」ということでど

んなことをお話ししたかと申しますと、「今から計画す

べき、2020年に向けた IT投資テーマとは !!」という

ことで、昨年 11月にアメリカ等に出張して最新のデ

ジタル技術を使った本人認証、デジタルスコアリング

のお話をさせていただきました。

あと、一部、BaaS・BaaPということで、Bank as 

a Serviceですね、こういったところが結構アメリカで

もはやってきていますというご案内を差し上げ、この

上で新しい金融サービスが今後展開されていくので

はないかというようなことをお話しした後、基本的に、

この新金融サービスを実現するための BaaS・BaaP

上で集まった情報を最終的には情報銀行として活用し

ていく活路を見いだしていくことが金融機関にとって

は必要なことではないかというお話をさし上げました。

きょうは、この中で赤枠の部分――BaaS・BaaPの

現状はどうなっているか、方向感はどんな感じかとい

うお話と、この上に載せる新しいサービスの一例とし

て「ふくりばんく構想」を構想レベルでご案内させてい

ただいて、もし皆さま方が興味がございましたら、ぜ

ひお声がけいただいて、この 1年以内ぐらいの実現

に向けてがんばっていきたいというような内容でござ

います。

令和元年は BaaS,BaaP元年

まず、はじめに、「令和元年は BaaS,BaaP元年」と

いう表題を付けさせていただいております。


